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「社会とつながる教員養成」の可能性と課題  
―実践的な取り組みを概観して― 
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-A Survey of Practical Activities- 
根岸  千悠 
千葉大学大学院人文社会科学研究科博士後期課程  
 
 
 今日、学校に求められるもの、教員に求められるものは非常に多様化している。教員養成系大学・学部では、
学校だけでなく社会と積極的につながり、幅広い見識や視点を持った教員を養成することがより一層求められる。
このような状況の中、本報告書の執筆者である教育学部学生らは、大学を基盤としつつも、学校を飛び越え、社
会とつながる様々な取り組みをおこなっている。そこで本稿では、「社会とつながる教員養成」の各事例を「１．
大学による授業科目の受講」、「２．学生による研究としての授業づくり」、「３．越境型の研究会への参加」の 3
つに分類した。そして「社会とつながる教員養成」の持つ可能性と課題を整理し、今後のあり方を検討した。 
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1. 「社会とつながる教員養成」の必要性 
 
今日、学校に求められるもの、教員に求められるもの
は非常に多様化している。すでに 1996（平成 8）年の
文部省中央教育審議会第一次答申（「21世紀を展望した
我が国の教育の在り方について」）では、国際化や情報
化、環境問題など現代的な課題について、横断的で総合
的な指導を推進していく必要性があることが指摘され
た。現在、インターネットで「出前授業」と検索すれば、
各業種の企業や団体によって「食」や「農業」、「エネル
ギー」、「環境」、「ユニバーサルデザイン」、「メディア」
など様々なテーマに関する講座が展開されていること
がわかる。これらの取り組みの背景には、それぞれの企
業に社会的責任（CSR）が強く求められるようになっ
たことが挙げられるだろう。だが一方で、学校側につい
てみても、今日求められる教育に関して学校内部の教育
資源のみでおこなうことが難しくなっていることが挙
げられる。財団法人経済広報センターが 2011年 2月に
出前授業をおこなっている企業をまとめた「出前授業デ
ータブック」を初めて刊行した1ように、出前授業に取
り組む企業や団体は増えつつあり、企業による教育貢献
活動が注目され始めている。学校はより一層、地域や家
庭さらに民間企業などの外部との連携の強化が求めら
れるといえよう。 
他方、学校現場だけでなく、教員養成系大学・学部で
も、学校に限らず社会と積極的につながり、幅広い見識
を持った教員を養成することが必要である。今後はます
ます、現代社会が抱える様々な課題へのアプローチや国
際的な視点や経営的な観点を取り入れた教員養成をお
こなうことが求められる。しかしながら、教員養成系大
学・学部では実際の社会を学ぶ機会や社会とのつながり
を意識した科目の設定等があまりおこなわれているわ
けではない。そのことは、たとえば産学官連携の実態か
ら見ることができる。梅下・水野（2009a）は大学にお
ける産学官連携の現状を分析し、「これまでの文科系の
授業では学外へ出て実際の社会を見る機会は殆ど皆無
であった」と述べ、さらに教員養成系学部における経済、
経営的な視点を加えた教育の難しさも指摘している。 
このような状況の中、本報告書の執筆者である教育学
部の学生らは、以下の取り組みをおこない、論文として
まとめている。 
 
・教員養成系学部において、新聞記者を外部講師として
招き、教員としてのメディアとの関わり方について学
ぶ授業を開発し、検討した（近藤）。 
・「社会とつながる数学」をテーマにした中学校の授業
を開発し、検討した（小池・太田）。 
・越境型の研究会（越境型カンファレンス）を企画およ
び運営し、検討した（福嶋）。 
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そこで本稿では、「社会とつながる教員養成」の視点
から、各大学ですでに取り組まれている実践と本報告書
にまとめられている事例を類型別に分類することを試
みたい。そして、それらの分類をふまえて、「社会とつ
ながる教員養成」の持つ可能性と課題を整理し、今後の
あり方を検討したい。 
  
2. 研究の目的と方法 
 
本稿では、「社会とつながる教員養成」の事例を類型
別に分類することを目的としている。なお、ここでいう
「社会」は、民間企業2および NPO 法人や財団法人等
の団体を指している。教員養成系大学において、教育委
員会や学校、博物館および美術館等の社会教育施設との
連携も重要な取り組みではあるが、本稿における「社会」
からは除くこととする。先行事例に関しては、大学や企
業等が報告している資料や論文および Web で公開され
ている各大学のシラバスにより収集することとする。 
  
3. 「社会とつながる教員養成」の事例の分類 
 
「社会とつながる教員養成」の取り組みについて、各
大学で散見される実践および本報告書で論じられてい
る実践をもとに分類すると、次の 3 つに整理すること
ができる。 
 
１．大学による授業科目の受講 
２．学生による研究としての授業づくり 
３．越境型の研究会への参加 
 
次節では、各類型をもとに事例を紹介し、「社会とつ
ながる教員養成」の成果と課題をみていきたい。 
 
3.1. 大学による授業科目の受講 
 大学の授業では、民間企業の社員や専門家を外部講師
として招聘している科目や、地域の団体と協働して開講
している科目があり、教員養成系大学・学部でも見受け
られる。それらを「社会とつながる教員養成」のなかで
も、「大学による授業科目の受講」と位置づけて分類で
きる。さらにここでは、それぞれの授業科目を目的別に
検討したい。すなわち、(1)外部講師の講義や演習等を
通して現代的課題への対応を考える授業（以下、「現代
的課題に関する授業」）、(2)外部資源を利用して教科に
関する内容を深める授業や教科教育の新たな視点を検
討する授業（以下、「教科および教科教育に関する授業」）、
(3)教員養成系学部の学生に対してコミュニケーション
能力や問題解決能力など現在求められているスキルの
育成を目指している授業（以下、「教員養成系学部生の
現代的スキル向上を目指す授業」）の 3つに分けて検討
したい。 
(1)現代的課題に関する授業 
現代的課題に関する大学の授業の例として、2011 年
度に千葉大学教育学部で開講された「メディアリテラシ
ー教育」、2011年度東京学芸大学で開講された「学芸フ
ロンティア科目Ｄ」および「多彩なアプローチによる環
境学習Ⅱ」を取り上げ、各授業の成果と課題を整理した
い。 
 
〇2011 年度千葉大学教育学部「メディアリテラシー教
育」 
本授業は「メディアリテラシー（メディアについての
基本的な能力）に関する教育について、模擬授業等を通
して」学び、メディアリテラシー教育を実践できる能力
ことを養うことを目的としている3。授業の概要は表 1
のとおりであり、様々な企業の社員等を外部講師として
招いている4。 
 
表 1 「メディアリテラシー教育」授業概要 
 
内容 
1 メディアリテラシー教育とは何か 
2 テレビを読み解く授業 
3 
タブレット端末で変わる近未来の教室 
※外部講師：ジャーナリスト 
4 カナダのメディアリテラシー教育教材 
5 子どもの｢メディア漬け｣とメディアリテラシー教育 
6 アニメーションから学ぶ映像メディアのしくみ 
7 
iPad導入事例 
※外部講師 
8 iPadを活用した課題のプレゼンテーション 
9 
ソーシャルメディアとマスメディア 
※外部講師：テレビ局ディレクター 
10 
学校と広報（積極広報編） 
※外部講師：新聞記者  
11 インターネット・携帯電話とメディアリテラシー教育 
12 
大学生が高校生に指導するネットリテラシー 
※外部講師：情報通信系企業  
13 テレビゲームとゲームニクス理論 
14 著作権と教育－何をどこまで使ってよいのか？－ 
15 食・健康とメディアリテラシー 
 
授業担当の大学教員だけでなく、普段からメディアを
活用して働いている人や最新のメディアについて詳し
い人を招いて講義することで、学生たちは、より多くの
新しい知識を得ることができるだろう。もちろん、得ら
れた知識すべてが、10年後・20年後にも有効であるか
どうかはわからない。しかし、もはやメディアがなくな
ることはありえず、変わり続けている中で、最先端にい
る人から知見や知識を得たり、それらの知識を用いて
「メディアと教育についての現状」を、自分なりに考え
たりするプロセスは、将来教員になった時にも役に立つ
経験になるだろう。 
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〇2011年度東京学芸大学「学芸フロンティア科目Ｄ」 
東京学芸大学は、2006 年度から株式会社みずほフィ
ナンシャルグループとともに、金融教育に関する共同研
究プロジェクトを発足している。代表である大澤克美教
授（東京学芸大学）は、プロジェクトのウェブサイトで、
学校教育における金融教育の重要性を指摘し、「東京学
芸大学の持つ幅広い研究分野の研究者並びに教育分野
におけるノウハウとみずほフィナンシャルグループの
持つ金融に関する専門家並びに実務におけるノウハウ
とを融合させた、金融教育におけるフロンティア」とし
プロジェクトが設立され、研究・実践活動が進められて
いることを述べている5。これまでに、小中学生用のテ
キストや教育ツールの開発、教員用の指導案等の開発、
教員向け研修の開催等を実施している6。 
大学の授業科目である「学芸フロンティア科目Ｄ」で
は、プロジェクトの一環として開発された教育学部用の
プログラムとして実施され、大学の特任教員とみずほフ
ィナンシャルグループの社員によるオムニバス形式で
開講されている。「大学生あるいは社会人として、自分
らしい人生をプランニングしていくための経済的な知
識と基礎的な能力」の獲得を目的としている。授業の概
要は表 2のとおりである。7 
 
表 2 「学芸フロンティア科目Ｄ」授業概要 
 
内容 
1 「大学生のため金融教育」とは  
2 金融機関の役割  
3 生涯生活設計とは（その１）  
4 収入と税金（所得税・社会保険料を計算しよう）  
5 お金を貯めること（貯蓄） 
6 お金と社会的信用（住宅ローン）  
7 起業と資金調達  
8 お金を増やすこと（投資とリスク）  
9 為替の変動と生活  
10 お金に関する法律  
11 金融犯罪に巻き込まれないために  
12 多重債務者にならないために  
13 予備日（生涯生活設計表作成のための質問受付）  
14 生涯生活設計とは（その２）  
15 まとめ（レポート） 
 
 みずほフィナンシャルグループでは、東京学芸大学以
外にも、他大学の経済学部や法学部等で寄付講座を設置
している8。表 2 の授業概要を見ると、シラバスに書か
れているとおり、「大学生あるいは社会人として」必要
な知識や能力の育成という視点が色濃く、教員養成系学
部の学生を対象としている意識があまり高くないよう
に思われる。しかし、他大学では、金融機関の最先端の
取り組みや新たなビジネスモデルについての講義を展
開しており、内容がかなり異なっている。したがって、
教員養成系大学である東京学芸大学では、金融に関する
基礎基本を学ぶことで、学校教育における金融教育の必
要性や実践方法等を考える内容になっているのかもし
れない。 
 
〇2011 年度東京学芸大学「多彩なアプローチによる環
境学習Ⅱ」 
本授業では、「第一線で活躍している大学や企業の研究
者を招き、地圏や海洋圏といった地球規模の環境解析や、
触媒や燃料電池といった環境と深く関わる科学技術な
どに加え、生物学や考古学など、環境に関する様々な内
容」を展開している。「人類が直面している環境問題は
本当か？その根拠は？科学的でないものが根拠になる
のか？本当だとしてどれくらい深刻か？」や「環境問題
を政治や金儲けに利用されてないか？エコという言葉
に騙されてないか？」など身近な疑問や題材を取り上げ、
「自分なりに環境問題を科学的に考えるきっかけやヒ
ント」となるような授業を目指している。環境問題は現
代的課題の一つであり、総合的な学習の時間でもよく取
り上げられるテーマの一つである。そのため教員養成系
大学でおこなわれる意義も大きい。授業の概要は表 3
のとおりである。9 
 
表 3「多彩なアプローチによる環境学習Ⅱ」授業概要 
 
内容 
1 ガイダンス 
2 
「地球規模大気環境問題の現状」 
※東京学芸大学准教授 
3 
「環境問題と触媒」 
※北陸先端科学技術大学院大学教授 
4 
「水素を基盤とする社会を実現するための取り組
み－その現状と課題」 
※京都大学大学院工学研究科准教授 
5 
「環境実験その 1-プラスチックから燃料を作る」  
※株式会社ブレスト社員 
6 
「環境修復の科学と技術」 
※北海道大学大学院地球環境科学院教授 
7 
「物質循環と環境変動」 
※北海道大学大学院地球環境科学院准教授 
8 
「生物の性と環境」 
※東京学芸大学教授 
9 
「環境実験その 2-高分子を作る」 
※東京学芸大学准教授 
10 
「窒素化合物による水の汚染とその対策」 
※東海大学理学部化学科講師 
11 
「快適な環境づくりを目指す科学技術－環境にや
さしい経済発展のために」 
※昭和電工株式会社社員 
12 
「環境科学と文化財の保存と活用」 
※東京学芸大学教授 
13 
「持続可能社会のための技術開発」 
※産業技術総合研究所所員 
14 
「やぶにらみ環境科学－トレードオフを考えよう」 
※九州工業大学工学部教授 
15  総括 
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このように教員養成系大学・学部に最先端の研究をし
ている研究者を招くことで、学生らは、より高度な知識
を獲得することが期待される。次項の「(2)教科教育に
関する授業」にも関係するが、教員養成系学部のリソー
スのみで教科に関する十分な専門知識を教授すること
は容易ではない。そこで他学部や他大学、研究所等との
連携により、教員養成系大学・学部における授業内容の
高度化が可能になると考えられる。ただし、その際は、
受講生が教員養成を目的とした学生であるということ
を、担当の研究者等が意識し、授業を実施することが重
要である。 
 
(2)教科および教科教育に関する授業 
教科に関する内容を深める授業の例としては、2009
年度愛知教育大学で開講された「国際経済学Ⅱ」を取り
上げ、教科教育のあり方を検討する授業の例としては、
2011 年度千葉大学教育学部で開講された「キャリア教
育」を取り上げたい。 
 
〇2009年度愛知教育大学「国際経済学Ⅱ」 
愛知県は製造業が盛んな地域であり、愛知教育大学の
周辺には様々な工場や施設がある。そのため愛知教育大
学では、これらの利点を活かして製造業との関係を重視
した取り組みをおこなうことが可能である（梅下・水野
2009b）。 
本授業では、「マクロ経済的産業構造に関する教育」
として中部電力株式会社と、「生産効率、貿易に関する
教育」としてトヨタ自動車株式会社と連携して、発電所
や工場の見学を取り入れた科目を展開している。まず、
中部電力の発電所と展示施設の見学では、「生産効率と
安全性・安定供給や環境問題、電力供給が各産業に与え
る影響、電力需要と価格との関係について学ぶ」ことを
期待している。また、トヨタ自動車の工場と展示施設（ト
ヨタ会館）の見学では、「トヨタ自動車のようなグロー
バル企業において生産工程での工夫や海外との貿易、直
接投資などがどのようになされているのかを学ぶ」こと
を期待している。さらにトヨタ自動車では、「生産工程
での工夫である『カイゼン』といわれる提案制度や工場
内で行われる先輩から後輩への社内教育等について学
ぶ」ことも目指されている。 
大学の周辺地域にある企業の資源を生かして授業を
展開することで、工場見学等より具体的な学習が可能と
なっている取り組みである。ただし、企業との連携にお
ける課題もある。 
 梅下・水野（2009b）は、本授業のような企業との連
携授業における課題について、「見学先との調整の過程
では、インターンシップ等でも同様であるが大学の希望
する見学先と企業がマッチングしにくいことがある」と
指摘している。また、企業と連携して経済教育を開発す
るにあたっての課題については、「企業の見学先が生産
現場であるために技術者等は経済的な問題については
教えたがらない。さらには、企業秘密の部分があり見学
できないことや景気の影響も受けるために不景気にな
ると受け入れてもらえないことがある」と指摘している。
これらは重大な課題であるが、学生や見学者を多く受け
入れている工場と協働することで解消されると述べて
いる。 
前述のとおり、企業の CSR活動が盛んになり、学校
教育を支える企業も増えている。大学との連携を考える
際も、学校教育とあまりかかわっていない企業よりも、
出前授業等で積極的に教育に貢献している企業との方
が、教育に対する意識や視点の点から考えて、より有効
な連携ができるといえるだろう。 
 
〇2011年度千葉大学教育学部「キャリア教育」 
キャリア教育は新しい教育課題の一つであり、(1)現
代的課題に関する授業の一つであるが、本授業は教科教
育にも切り込んだ内容であるといえるため、(2)に位置
づけた。 
本授業は、「キャリア教育の目的や理念、キャリア教
育の実践のあり方や開発の方法、キャリア教育を含めた
教育課程の意義及び編成の方法について学び、学生たち
に職業調べとプレゼンテーションの活動を経験させる」
ことを目的に開講している。様々な企業とともに授業開
発をおこなっているNPO法人企業教育研究会の協力の
もと、開発された授業を模擬授業で紹介したり、企業の
方をゲスト講師として招いて仕事の話をしたりしてい
る。授業の概要は表 4のとおりである10。 
 
表 4 「キャリア教育」授業概要 
 
内容 
1 ガイダンス  
2 
教科でのキャリア教育①:インタビューの授業（国語） 
※外部講師：新聞記者 
3 取材希望先にもとづいてのグループ分け 
4 
教科でのキャリア教育②:ゲームを題材として（数学） 
※外部講師：ゲーム会社 
5 発表へ向けてのグループ活動 
6 
地域でのキャリア教育 
※外部講師：起業家 
7 
自分のキャリアを考える:最近の就活事情について 
※キャリアカウンセラー 
8 
直接的なキャリア教育①:千葉県の取り組み 
※外部講師：教育委員会指導主事 
9 
直接的なキャリア教育②:子どもの好きな仕事 
※外部講師：カメラマン 
10 発表へ向けてのグループ活動 
11 
小学校とのコラボレーション：小学生との交流 
※ゲスト：小学校 6 年生 
12 発展：ごっこ遊びとキャリア教育 
13 
発表会・講評、最終レポート提出 
14 
 
「社会とつながる教員養成」の可能性と課題 
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藤川・塩田（2007）は 2006年度に同様の授業を実施
しており、授業の課題についてカリキュラムの配列の改
善を挙げ、工夫の余地があることを指摘している。一方、
成果については、学生が「キャリア教育の基礎的な知識
や千葉県のキャリア教育の取り組みはもちろん、指導者
に求められる多様な授業実践例や職業観を持つことが
できたと考える」と述べている。 
本授業はこれらの成果のほかに、教科教育のあり方を
見直すきっかけとなる可能性があるのではないか、とい
う点を挙げておきたい。本授業では、国語科に関係のあ
る記者を招いたり、数学科に関係のあるゲームプログラ
マーを招いたりして、学校教育の教科に関係のある人の
話を聞き、キャリア教育の視点から教科を見直す機会を
設けている。これらの活動は、既存の教科教育のあり方
を再検討したり、教科教育に対する見方を変えたりする
きっかけを与えられるのではないだろうか。ただし、本
稿では受講生を調査しているわけではないため、厳密な
分析が必要である。 
 
(3)教員養成系学部生の現代的スキル向上を目指す授業 
教員養成系学部の学生に対して、問題解決能力やコミ
ュニケーション能力の育成を目指す授業の例としてこ
こでは、2011 年度信州大学教育学部で開講された「社
会体験実習」および 2011年度千葉大学教育学部で開講
された「キャリア教育演習」を取り上げたい。 
 
〇2011年度信州大学教育学部「社会体験実習」 
 信州大学教育学部では、「教育実習だけでは実践的指
導力の修得が不十分であり、もっと子どもたちとふれあ
う中で自らの力量を向上させたい」という意識のもと、 
1994 年度から「信大 YOU 遊サタデー」という学生に
よって自主的に始められた地域貢献活動が取り組まれ
た。その後、改称や事業の改善等をおこない、現在では
「信大 YOU遊世間」という名称で学生による地域貢献
活動がおこなわれている。これらの活動は、大学の授業
科目である「社会体験実習」、「社会教育演習」の内容で
もある。11 
「信大 YOU 遊世間」のウェブサイト12では、「信大
YOU遊世間」のプロジェクトについて次のように述べ
ている。 
 
学生が地域社会において教育活動を展開する 
に当たっては、自ら課題を見つけ、その解決のため
に自ら研究し、実践することによって、地域社会に
貢献することを通して、教師となるための実践的指
導力の基礎を錬磨することを目指しているプロジ
ェクトです。 
 
すなわち、「信大 YOU 遊世間」は、教員養成として
位置づけられている授業の一つでもあり、学生による地
域貢献活動の一つでもある。 
授業科目である「社会体験実習」でのねらいは、「学
生同士が協働し、地域社会と連携する『信大 YOU遊世
間』の実践によって、地域の子どもたちの育成に貢献す
る」ことと、「『信大 YOU遊世間』の活動の企画・実践・
反省を通して、教師に求められる子ども理解力、教材開
発力、コミュニケーション力などの実践的指導力の基礎
を養成する」ことが挙げられている。シラバスに公開さ
れている、学生が達成すべき目標は表 5、授業の概要は
表 6のとおりである13。 
  
表 5 「社会体験実習」学生が達成すべき目標 
 
目標 
1 
第 18 期｢信大 YOU 遊世間｣の活動に 4 回以上主体的に
出席し、毎回活動レポートを提出する。 
2 
農作業等の自然に関わる体験学習を通して環境マイ
ンドを身につける。 
3 
地域社会における世代間の交流により、人と人の絆を
結ぶ社会力を身につける。 
4 
人間としての底力、教師としての実践的指導力の基礎
を身につける。 
5 
研究的姿勢をもって教育実践に取り組み、自然体験や
社会体験を振り返ることによって感性を磨く。 
6 
社会体験の成果を『「信大 YOU 遊世間」の教師教育学
研究』(第 18集)として編集・発行する。 
 
 
表 6 「社会体験実習」授業概要 
 
内容 
1 
ガイダンス 
「社会体験実習」と「信大 YOU遊世間」の関連 
地域社会と連携したプラザの紹介 
地域貢献活動により育成される社会力と実践的指導力 
2 
門脇厚司著『子どもの社会力』グループ討議 
 ①子どもの育ちかたにどんな異変が見られるか 
3 ②社会を成り立たせる人間の条件とは何か 
4 ③ヒトの子の社会力はどのように形成されるか 
5 ④子どもの成長環境はどう変わったか 
6 ⑤子どもの社会力をどう育てるか 
7 
「信大茂菅ふるさと農場」において修得した 
「臨床の知」の考察 
8 
「信州大岡ふるさとランド」において修得した 
「臨床の知」の考察 
9 
「湯谷小子どもランド」において修得した 
「臨床の知」の考察 
10 
「信州すざか農業小学校豊丘校」において修得した 
「臨床の知」の考察 
11 
「青木村えがおクラブ」において修得した 
「臨床の知」の考察 
12 
「麻績村 de遊ぼう」において修得した 
「臨床の知」の考察 
13 
「信大 YOU遊世間」の活動についてのレポート提出 
社会力または実践的指導力についての小論文試験 
14 
15 
16 
 
社会とつながる教員養成に関する実践的研究（2012） 
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「信大 YOU遊世間」での成果について土井（2011）
は、「学生は自主的、主体的な意志にもとづいて『信大
YOU遊世間』の実践に取り組むことによって、実践的
指導力の基礎である企画力・コミュニケーション力を培
うとともに、かけがえのない友情を体験し、教職への使
命感を深くしている」と述べている。 
また土井（2007）は、大学内では学べない様々なこ
とを地域社会での活動を通して学んでいることを指摘
している。「信大 YOU遊世間」で活動している学生は、
「『幼児・児童・生徒に対する教育的愛情』を深めるこ
とや『教育者としての使命感』を深めることにおいて有
意義な成果を修めている」ことを述べ、教員養成への貢
献をまとめている。 
学生が地域社会と連携してイベントを実施する取り
組みは各地でおこなわれているだろう。しかし、単発の
イベントではなく1994年度から継続しておこなうこと
は容易でないことが想像できる。実際、「信大 YOU 遊
サタデー」では、学生実行委員の負担が増大であったこ
と、学部側の責任体制が不明確であったこと、教員採用
試験前の 4 年生の実行委員体制を見直す必要があった
こと、１日限りのイベントとして終わってしまうのはも
ったいないという意見があったことなど、さまざまな課
題があったそうだ。そして一つ一つ問題点を克服し、現
在の「信大 YOU遊世間」に転換された。 
地域社会と連携した教員養成は、教員の意識、学生の
意欲、地域の協力体制が不十分であると成り立たないが、
地域社会における学生の学びの意義は大きいことが理
解できる。 
 
〇2011年度千葉大学「キャリア教育演習」 
本授業は「千葉市と連携して 8 月に実施する小学生
向け起業家教育プログラム「西千葉子ども起業塾14」の
企画、準備、実施を通して、キャリア教育や起業家教育
を実践する力量の形成」を目的に開講している。教員を
目指す学生が、学外での「西千葉子ども起業塾」の企画・
運営に参画することで、教育実践を体験している。授業
の概要は表 7のとおりである。15 
阿部（2011）は、2010年度におこなわれた「西千葉
子ども起業塾」の構造と意義を包括的に明らかにするこ
とを試みている。そして、千葉大学教育学部の学生が起
業家教育プログラムを開発する過程において、学生らが
新たな課題に出会っていたことを指摘している。すなわ
ち、起業家教育プログラムの開発は、これまで学生が教
育実習や模擬授業等でおこなってきた授業づくりとは
開発方法が異なるため、「授業づくりの仕方とは異なる
仕方で内容を定めてゆかなければならない」という困難
に直面する、ということである。学生らは、「活動の核
となる部分を子どもの発想に任せきりにする」というプ
ログラムの開発に不安を抱えつつも、新たな方法で開発
しなければならない難しさを経験している。 
こうしたプロセスは、学生らが将来教員となって授業
づくりするうえでも、重要な経験となるだろう。 
 
表 7 「キャリア教育演習」授業概要 
 
内容 
1 オリエンテーション 
2 キャリア教育・起業家教育の立案・実施の方法 
3 起業家教育プログラムについての調査 
4 起業家教育プログラムについての検討 
5 ビジネス事例についての調査 
6 
起業家からのヒアリング（1）、（2） 
7 
8 起業家教育プログラムの概要についての検討 
9 起業家教育プログラムのルールについての検討 
10 
起業家教育プログラムの準備（1）～（3） 11 
12 
13 
（夏休み期間中の実施） 
起業家教育プログラム参加（1）～（3） 
14 
15 
 
 そのほかにも本授業で育成されると考えられる能力
を挙げておきたい。本授業は、受講生にとって時間的に
も内容的にもハードで面倒な課題が与えられている。B 
to Cではなく、B to Bを目指した起業家教育をおこな
っている「西千葉起業塾」は、学生一人のみでは運営す
ることができないだけでなく、起業家や商店街関係者の
力が必要であるため、学生たちの力だけでも運営するこ
とができない。受講した学生らは、直接何らかの課題が
与えられるわけではなく、その都度立ちはだかる困難や
問題に対処していかなければならない。また、普段接す
ることのない商店街関係者や起業家とコミュニケーシ
ョンしなければプログラムの開発も運営もできない16。
このような経験が学生自身のコミュニケーション能力
や問題解決能力の育成につながると考えられる。 
 もちろん、これらの能力は、他の課外活動やアルバイ
ト等でも育成されると考えられ、それらの経験は将来教
員になるうえでも重要である。しかし、授業とは異なる
教育実践の中で直面する課題に対応する経験も今後必
要になるだろう。 
 
3.2. 学生による研究としての授業づくり 
教員養成系大学・学部の学生が研究として授業を開発
することも「社会とつながる教員養成」の一つである。
研究として授業をつくる過程においては、教材に関する
文献を収集したり、先行実践を検討したりする。それら
に加えて、教材に関する知識を得るため、より詳しい人
に話を聞きに行き、普段全く会う機会のない人と接する
ことがある。 
本報告書に実践を論じている小池17と太田18もこのよ
うなプロセスを経て授業づくりをおこなっている。小池
「社会とつながる教員養成」の可能性と課題 
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は「複素数」を題材として、太田・小池は「最適化問題」
を題材として中学校数学科の授業開発をおこなった。 
 小池は、中学校数学科においても複素数を扱う意義が
あるとして、授業を開発した。その際、身の回りの社会
と関連づけて数学を学習する必要性もあるとし、「社会
とつながる数学」という視点で授業づくりをした。複素
数と社会をつなげるために、現実に複素数を利用しなが
ら研究もしくは活動をおこなっている人をゲスト講師
として招くことを考えた。そこで、小池は人づてにゲス
ト講師を探し、ロボット工学を専門として研究をしてい
る大学院生の大矢将登氏に出会った。授業では、社会で
複素数が活用されている場面を大矢氏に話してもらう
ことで、中学生の理解度も深まった。 
次に、もう一つの事例である。太田・小池は「最適化
問題」のなかでも「最長片道切符」を教材として扱うこ
とにした。授業開発にあたり、インターネットで検索し
たり、関連する書籍や論文を読んだりして教材研究を進
めた。そのなかで彼らは、2000 年に葛西隆也氏らが最
長片道切符の経路を求めることに成功したということ
を論文で知った。また、インターネットで最長片道切符
の経路を求められる「ソルバー」という有限要素解析ソ
フトがあることも知った。そこで太田・小池は、さらに
詳しく知るために葛西氏に直接メールし、インタビュー
をさせてもらうことにした。このインタビューでは、最
長片道切符についての詳細な話だけでなく、葛西氏が抱
いた様々な苦労話や中高生のときから最長片道切符に
関心を持っていたことなど、論文やインターネットでは
知ることのできない話までも聞くことができた。その結
果、中学校での実践にも役立てることができた。 
 2つの事例の共通点は、授業開発や実践のために、そ
のテーマ・領域に詳しい人や関連する人と出会い、教材
研究を進めているところである。小池は、様々な活動を
通して得た人脈を基盤にして専門家に会うことができ
た。また太田・小池は、全く知らなかった領域の人に直
接アプローチし、会うことができた。将来、教員になっ
たときも教材研究はしつづけなければならない。これら
は、今後直接生かされる経験であるといえるだろう。自
分の研究として授業を開発することも「社会とつながる
教員養成」の一つになりうる、という例である。 
 
3.3. 越境型の研究会への参加 
最後に、大学外でおこなわれている「社会とつながる
教員養成」について考えたい。教育に関する研究会や研
修等への参加も教員養成の一つとして考えることがで
きるだろう。そもそも教育に関する研究会は多く存在し
ている。しかしそこでは、学校現場で活躍する教員から
新しい実践を聞いたり、参加者同士で情報を共有したり、
大学教員から最新の知見を学んだりするものが多く、学
校の枠組みを飛び越えた例はあまりない。また、たとえ
学校教育から離れたテーマであったとしても、参加者の
多くが教員であることも尐なくない。もちろん、これら
の研究会は、普段一つの学校に所属している教員にとっ
て、似ている悩みを共有したり、新たな視点を取り入れ
たりするために有効な場である。しかし、前述のとおり、
学校のみでは解決が難しい課題が次々に現れている現
在、教員集団のみで構成されている場だけで十分なのだ
ろうか。 
本報告書では、福嶋が、この課題意識のもと、教員が
企業人、学生、研究者などの多様なアクターとともに学
ぶスタイルを「越境型カンファレンス」と定義して、越
境して学ぶ場を提案している19。ここでは、この「越境
型カンファレンス」について、本報告書に取り上げられ
ている「メディアリテラシー教育研究会」を例に、教員
養成の視点から考えたい。 
メディアリテラシー教育研究会は 2000 年に発足し、
メディアリテラシー教育が「高度情報社会である現代に
おいて大変重要な課題」という認識のもと、今日までに
34 回の研究会を開催している（2012 年 1 月現在）。本
研究会の特徴的な点は、参加者が教員や教員養成系の学
部学生だけでなく、子育て中の保護者、ブロガー、ジャ
ーナリストなど様々な人で構成されているところであ
る20。教員養成系大学・学部の学生にとって、講師や参
加者の多くが教員で構成されている研究会に参加する
ことは、教員の先輩に出会うことができ、自分の将来の
姿を想像したり、今ある悩みを聞いてもらったりするこ
とができるため、参加する意義は大きい。一方、越境型
カンファレンスでは、教員以外の社会人である参加者や
ゲスト講師と触れ、自分と異なる価値観や考えを知り、
同じ課題を共有することができる。 
たとえば本研究会では、講師としてギャルママサーク
ルのママを招いて開催されたことがある。参加者の多く
は、ギャルママサークルの存在を知っていても、実際に
会って話を聞く機会はあまりなかった。ギャルママサー
クルと参加者のもつバックグランドは異なるだろう。し
かし、学校に通う子どもたちを考えてみると、子どもた
ちもバックグランドはそれぞれ異なり、一様ではない。
様々な子どもたちを理解するためには、まず教員自身が
自分と異なる他者へ働きかけ、理解を試みる必要がある
と考えられる。そして、そのことは教員を目指す学生も
同じであると言えるだろう。本研究会は、「社会とつな
がる教員養成」の一つとしても意義のある試みである。 
 
4. 「社会とつながる教員養成」の可能性と課題 
 
大学における「社会とつながる教員養成」の実施は、
大学にも連携する企業や団体にも多くの負担がかかる
という課題がある。しかし一方で、教員を志す学生の視
野を広げ、教員になってからも社会とのつながりを意
識した授業づくりや研究をしつづける教員を育成
できる可能性があるという点で意義が大きい。 
社会とつながる教員養成に関する実践的研究（2012） 
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Collins & Haverson（2010）が指摘するように、学
校はもはや子どもに必要な基礎的な技能を訓練させる
場ではなくなり、問題解決能力やコミュニケーションス
キルのような、より包括的な技能の学習の場へと変わっ
てきている。そこでは、自分の持っている知識や技能の
みを活かす教員ではなく、外部資源を有効に取り入れら
れる教員の育成が求められる。これまで示してきた「社
会とつながる教員養成」の取り組みは、教員養成の一つ
のあり方として今後ますます期待されるだろう。 
 
5.おわりに 
 
 社会とのつながりを意識した教員養成は義務づけら
れているわけではない。だが、各教員養成系大学・学部
はそれぞれ工夫し、特色のある取り組みをおこなってい
る。今回、大学の取り組み状況を Web で公開されてい
るシラバスや論文等で調べたが、シラバスや論文には書
かれていない素晴らしい実践や取り組みがたくさんあ
ると思う。教師自らが「社会とつながる」意識を持って
いる教師を養成するために何が必要か、今後も検討して
いきたい。 
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授業内容の一部は、本報告書の近藤 麻紀子「教員養成課程の
学生を対象とした「学校広報支援プログラム」の開発―新聞記
者と連携した取り組みについて―」を参照。 
5 みずほフィナンシャルグループ『金融教育 東京学芸大学と
＜みずほ＞の共同研究 代表挨拶』 
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みずほ＞の共同研究』 
<http://www.mizuho-fg.co.jp/u-gakugei/index.html> 
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10 千葉大学『2011年度千葉大学教育学部授業シラバス』 
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m> 
11 「信大 YOU遊世間」の経緯や成果については、土井・関川
（2005）、土井（2007）、土井（2011）を参照した。 
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p/outline.html>では、概要を以下のように紹介している。 
 
西千葉にある「ゆりの木商店街」で毎月行われる「第三
土曜市」を盛り上げるために、子どもたちに課題を見つけ
てもらい、課題解決のために起業するという形で行いま
す。 
１日目は、「第三土曜市」が行われる会場周辺でのフィ
ールドワーク、その際の問題意識からグル―プ分け、事
業計画書の作成を行います。 
２日目は、事業実施に向けた準備をします。 
３日目は、「第三土曜市」でそれぞれの事業を実施しま
す。 
 
15 千葉大学『2011年度千葉大学教育学部授業シラバス』 
<http://www.chiba-u.ac.jp/student/syllabus/2011/E1_TOP.ht
m> 
16 西千葉起業塾における課題や成果の詳細は阿部（2011）を
参照。 
17 詳しくは、本報告書の太田貴之・小池翔太「中学校におけ
る最適化問題を題材とした授業開発―「最長片道切符」を事例
として―」を参照。  
18 詳しくは、本報告書の小池翔太「中学校数学における複素
数を題材とした授業実践開発―「社会とつながる数学」の考察
を通して―」を参照。 
19 詳しくは、本報告書の福嶋 俊「越境型カンファレンスの場
のデザイン―メディアリテラシー教育研究会を題材に―」を参
照。 
20 しかしながら、本研究会の参加者も教師や教育学部の学生
の割合が高く、課題となっている。 
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